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CNAC全国フォーラム 

 平成２７年１月３０日、蒲郡市のホテル竹島にて、『第７回 みなとオアシス会議』が開催されました。当

会議は、地域住民参加型の“みなとまちづくり”を促進するために策定された「みなとオアシス制度」を積極

的に展開するため、港を有する自治体関係者の方々や、一般の方々に当制度を理解していただくために開催し

ています。 

 会議では「みなとオアシス」に登録されている中部の各港の担当者から活動報告が行われ、港を盛り上げる

ために取り組んだイベントや海の食材を用いた料理の紹介があり、また、他のみなとオアシスはどのような取

り組みを行っているか、何か参考にできるアイデアはないか等、参加した方々の間で討議が行われました。 

 平成27年1月17日、ＣＮＡＣ第9回全国フォーラムが豊橋市民センター カリオンビル（愛知県豊橋

市）で開催されました。 

 同フォーラムは、子どもたちに美しい海を引き継ぐために『今、私たちにできることは何か・・・』を

考えるために開催されたもので、北海道から沖縄まで日本各地で活動されるNPO法人等の関係者約６０名

が集結しました。 

 当日は、「美しい三河湾を次世代に引き継ぐための取り組み」をテーマとした、当所所長によるキー

ノートスピーチをはじめ、海の環境を守るために活動をされている方々の活動事例報告や、パネルディス

カッションが行われ、参加された方々は、「これまで三河湾の環境を改善するためにどういった活動が行

われてきたのか」、「今後、三河湾の環境を守っていくためにはどういったことが必要になってくるの

か」、「活動を通じて、子供たちに何を引き継いでいくのか」といった話に熱心に耳を傾けていました。 

（右）パネルディスカッション 

（左）当所所長鈴木によるスピーチ 

会議の様子 

みなとオアシス会議 

地元の海の食材を使った料理の試食会 

●CNAC 最新情報はこちら● 
http://www.cnac.sactown.jp/ 

http://cnacforum2014.jimdo.com/ 
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受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00 
      (土・日・祝祭日を除く)                      
     ※一部の地域を除きます。 

海とみなとの相談窓口 

  
 

 
   
           

    
     
          

 

 

 

 
       

 
 

豊橋技術科学大学から実習生が来ました～就業体験実習レポート～ 

西防波堤を粘り強く！ 

 1月26日から2月6日までの間、三河港湾事務所で就業体験実習をさせていただきました。現場研修では、三

河港防波堤(北)と三河港神野地区岸壁工事の様子を見学させていただき、どのように工事を行っているのか理解

を深めるとともに、実際に現場の雰囲気を感じることができたのでとてもいい経験になりました。また、港湾業

務艇「しおさい」に乗せていただいた際には、日頃、道路から眺めている景色とは違った景色を見ることができ、

非常におもしろかったです。 

三河港湾ぎゃらりー 

 昭和34年（1959年）9月に来襲した台風15号（伊勢湾台風）により、衣浦港及びその背後地域で高潮によ

る甚大な被害が発生したため、高潮対策として昭和38年（1963年）に衣浦港西防波堤工事が着工され、昭和

43年（1968年）に完成しました。 

実習の様子 

※被覆ブロックとは： 

防波堤などの構造物の土台部分が波浪によって移動、流出することを防止するためにその表面に並べるもの。 

防波堤の場合は先端部分が一番波の影響を受けやすい。今回製作する被覆ブロックは防波堤の先端部分に並べる予定になっている。 

★このレポートは実習で来ていただいた豊橋技術科学大学生の村上さんに書いていただきました。 

施工イメージ 

 研修課題では「子供たちに向けた広報資料作成」のテーマのもと、三河湾や

三河港、衣浦港のことについてまとめました。子供たちが対象ということで、

しっかりと理解してわかりやすい言葉で伝えなければならないと思っていまし

たが、わからない言葉や理解できないところが多くありました。しかし最終的

には自分なりに理解することができ、形にすることができました。 

 今回の実習によってなにかをやり遂げることの楽しさと、港が私たちの生活

に欠かせないものであるということを改めて実感しました。約2週間という非

常に短い期間でしたが、公務員を目指している私にとって、職場の雰囲気を肌

で感じることのできた就業体験実習はとても有意義なものでした。 

投入される被覆石 

 しかし、完成から約45年が経過しており、老朽化と大規模

地震発生時の沈下及び来襲する津波に対する防護効果の低下

が懸念されるため、第一線防波堤として地震・津波対策（粘

り強い構造への改良）の推進を目的に、平成26年度から防波

堤の改良を行っています。平成26年度前半では被覆石の投入

と均しを行い、年度後半では被覆ブロックの製作工事を行っ

ています。 
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